






その他のタイトル Segmental Structure and Stability of












1992，1999；氏平1996；田中1998，200仇 2007，2008；杉藤・坂井1999）。特  
殊モーラの‾‾F位分類を論じた諸研究においてしばしば示されるのは，特殊モー  
ラ全体が母音性のグループ（長音／R／・二重母音相／）と子音性のグループ（促  
音／材・撥音爪∽ とに大別できるとする見方である。   
（1）（才，R〉：iN，Q‡  
このグループ化は音声特徴の面から見ても自然なものであり，かつ，音韻論的  
な振る舞いに照らしても，たとえば上野（198射 や窪薗（19991が見出した自  






なり見出すのは難しい。母音性の特殊モーラと子音性の特殊モーラがそれぞれ   
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の下位グループにおいて混在している点で，（1）に比べるとやや込み入った組  








（3） a．長音・促音  
ポスト＋ペット  ＞ ボスペ （＊ボスペッ）  
テレホン＋カード  ＞ テレカ （＊テレカー）  
b．撥音・二重母音  
マザー＋コンプレックス  ＞ ＊マザコ（マザコン）  













2．先行研究 一自立性と安定度一   
特殊モーラ間の性質の差を捉える観点としては，従来，「自立性」と「安定   
特殊モーラの分節構造と安定度  55  




























どⅩの安定度も増すとされる。   

















3．音韻構造と安定度   
3．1特殊モーラの音韻構造   
特殊モーラとは，一般的に言えば，重音節の第ニモーラの位置を占める音韻  
要素にほかならない。重音節の一般構造は（6）のように示せるが，この構造に  








つの特殊モーラの音韻構造をそれぞれ見てみたい。   
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まず撥音は，臣節点に鼻音性の指定を備えた分節Nが連結することによって  
実現する6。同様に二重母音も，臣節点に分節Vjが連結することでその実体が  
決まる7。撥音・二重母音の音韻構造はそれぞれ（7a）（7b）のように示せる。   
（7）分節要素の連結  
a．撥音  b．二重母音  
G  
「＼  




い  匹2   
N  
撥音と二重母音に共通するのは，いずれも固有の分節要素（N，VJ）が臣節  
点に独占的に連結することである。   
これに対して長音と促音では，臣節点が固有の分節要素によってではなく，  
隣接する要素から音価を借りる形で満たされるという特徴がある。まず長音の  
構造では，世の直前の節点（直 に連結している核母音Vlからその音色が拡  
張することによって臣節点が満たされる。   
（8）長音  
G  
「＼   
てノ2  




は存在せず，後続音節頭子音の左方拡張がなければ甚2節点は満たされない。   
























ることを指摘している。   
しかしながら，聞こえ度との平行性を根拠に安定度の定轟を求める主張には，  
次の点において不可解な部分が残る。   
仮に，安定度の階層が音節CVX内の要素Ⅴ－Ⅹ間の聞こえ度の差と平行的  
なものであるとすると，核母音Ⅴとの間で聞こえ度の落差が最も大きいのは   
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促音であるため，安定度の階層もこれに対応して次のような序列をなして然る  
べきである。  














＊  ＊  










答えを与えるには，まさしくこうした構造上の差異が大きなヒントになる。   
四種類の特殊モーラのうち，促音だけは同一音節内に臣節点を満たす分節   






卜＼   
1－一  
汁ー  
C V  
促音の特異性の正体を求めるならばまさにこの点であろう。促音では臣節点  
の実体化を支える分節が音節内に全く存在しないために，他の特殊モーラに比  







（ユ4）語末長母音短音化（「－」はモーラ境界）   
ho－N－tO－0 ＞ ho－N－tO （本当）   
tyo－0－tyO－0 ＞ tyo一かtyO （蝶々）   
nyo－0－bo－0 ＞ nyo－0－bo （女房）   
a－トSO－0  ＞ a－i－SO   （愛想）   





れるということば，単にい2節点が消失することを意味するのみならず，それ   
特殊モーラの分節構造と安定度   
に付属する分節要素の消失をも直ちに意味する。  
61  















4．複合外来語由来短縮語   














那 須 昭 夫   
グルメ＋ナビゲーション  ＞ グルナビ  
62  
この過程では，元の語を形作るそれぞれの構成素の語頭から順次ニモーラずつ  




a．1＋ 2  
旦－ル＋アドレス  ＞ メアド  
セックス＋ヱとンド ＞ セフレ  
b．2＋1  
フリー＋ヱーケット ＞ フリマ  










変則形 （全体） 割合  
／Q／ 35   （42） 83．3％  
月V  63  （121） 52．1％  
〃ノ   10   （44） 22．7％  
〝〃  0  （313）  0．0％  
短縮の過程で脱落してしまう割合は促音が83．3％と圧倒的に高く，次いで長音  
の52．1％と続く。促音を含む外来語ではその8割が短縮過程で促音を落として   



















ト、、、   
－二  
＿＿∵＿＿－－－  
C V  
b．CVX＞CV   
ロ  
ト、、  
世世 ／／／1 幸  




でもが必然的にもたらされてしまうのである。   
こうした特徴の差異から窺えるのは，短縮現象というものが基本的にはプロ  
ソディックな現象でありながらも，もう一面では分節音の存否に関しても極め   









＞ メルアド  
＞ ネトラジ  
ミニ＋圭一三ング（娘）  ＞ ミニモニ  


















5．LHL型外来語の平板アクセント   
5．1平板型生成条件   
続いて，この節では特殊モーラの安定度の差が外来語アクセントの型の違い   
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5．2 特殊モーラの種別と平板型アクセント   
平板型アクセントを示すLHL型外来語についてさらに詳細にその実態を探  
ってみると，重音節に含まれる特殊モーラの種類と平板型の出現率との問に無  
視できない相関があることに気づく。（23）の表は，NHK（1998）所載のLHL   




平板型 （全体）  割合  
ノN／  40   （89） 45．0％ イベント，コマンド，スタンド，プリント  
〟／   8  （33） 24．2％ ケロイド，スライド，フライト，プライド  
ノR／ 18  （156） 11．5％ グレード，ディベート，ビロード，プレート  




















造特性が備わっていることを物語っている。   
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撥音や自立モーラを落とした（25）のような短縮パターンは見られない皇）。   
（25）撥音と自立モーラ  
ロング＋バケーション  ＞ ＊ロバケ  
マザー十コンプレックス ＞ ＊マザコ  
デジタル＋カメラ  ＞ ＊デカメ  




















を意味する。（迫は擬似的な軽音節を示す。）1り   
那 須 昭 夫  68  
（26）擬似軽音節  
（a）  （b）  
L H L, L L 毘か L   
／ヘ  ーーーーヰ   
CV N  
【l  









6．結 語  
本稿では，特殊モーラの「安定度」というものが，従来主張されている聞こ  
え度の基準に加えて，特殊モーラの構造特性に基づいて定義できるものである  













にくいことやLHI．型外来語で平板型アクセントを有意に生成しやすいなどの   





＊本稿は，科学研究費補助金若手研究（B）「韻律語形成の適格性を制御する音韻特   
性の研究」（19720091）による研究の－一部をまとめたものである。   
注  
1．二重母音（の副音）を特殊モーラとして認定するか否かについては必ずしも従   
来見解が一致しているわけではない。「非狭母音＋狭母音」の連鎖を一律に二重母   
音構造と断定することはできない場合もある。ただし，本稿では「非狭母音＋狭   
母音」構造が二重母音と見なせるケースがあるという事実を肯定的に捉え，二重   
母音が特殊モーラの一員であるとの立場から考察を進める。  
2．自立性階層の上位を母音性の要素が占める一方で下位を子音性の要素が占める   
と解釈できる点において，（1）の分類には合理性がある。  
3．代入エラーを取り上げた窪蘭（1999）では，特殊モーラの「安定度」という概   
念の下で（2）に通じる分析が示されている。本稿ではこの点を詳しく取り上げる。  
4．促音Qの位置については窪薗（1999）も明示的な形で述べているわけではない   
が，この階層の根拠として挙げられている言い間違い現象（代人エラー）に促音   
が一切関与しないとの指摘から，促音の安定度は最も低いレベルにあることが窺   
える。  
5．韻律構造と分節構造は骨格層（skeletalslot）を介して別個の平面を構成する。   
この考え方は自律分節理論（AutosegmentalTheory）における音韻構造の三次元   
表示観（Goldsmith1979）を基礎としている。  
6．／N／は便宜的な表示。厳密には［＋consonantal，＋sonorant］および［＋nasal］   
の指定を受けた素性階層の根節点（Root）に当たる。ただし，本稿では記述の便   
宜のために／N／という簡略表示をとる。  
7．この場合，母音Ⅵはそれに先行する音節核母音とは必ず音色の異なる母音（典   
型的には狭母音）でなくてはならない。Vjが素性の集合体を意味することは／N／の   
場合と同様である。  
8．表（12）中のⅤ卜hi］は非狭母音を，Ⅴ［＋hi］は狭母音を表す。  
9．自立モーラに関しては脱落例が皆額というわけではない。那須（200朗 は自立   
モーラを脱落させる短縮形が稀ながらあることを指摘している。たとえば「アコ   
ギ（アコースティック＋ギター），ラブホ（ラブ十ホテル），ロイホ（ロイヤル十   
ホスト），フルバ（フルーツ＋バスケット，漫画作品名）」など。このような例に   
は，あえて自立モーラを落とすことによって元の語の形を推測させにくくさせる   
といった言語外的要因が関わっているように思われる。つまりジャルゴン性を高   
める方途として自立モーラの脱落という異例のパターンが揺られている可能性が   
考えられる。   
ア0  那 須 昭 夫  
10．本来盛者節の構成要素であったものが擬似的に軽音節相当の要素として振る舞   
うと考える視点は田中（20帆2008）でも示されている。田中は促音を含むLHL   
型外来語での－4型アクセント（例：ト’リック，ス’リッパ，コ’ミック）につい   
て，促音含みの重音節Hが擬似的軽音節』として解釈されるとの分析を示してい   
る。州一方，本稿では撥音含みの塵音節HがCV部分と撥音部分とに分離してそれ   
ぞれ軽音節相当の構造をなすと考える。この点においても促音と撥音の性質の違   
いが指摘できる。」撥音がそれ自体で独立の擬似軽音節をなすのに対し，促音はそ   
れに先行する自立モーラとともに一つの擬似軽音節をなす。   
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